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Abstract
　One adult male of Argulus japonicus Theile, 1900 
was collected from the body surface near the pectoral 
fin of a koi carp Cyprinus carpio Linnaeus, 1758 
(Cypriniformes: Cyprinidae) reared by a carp hobbyist 
in a garden pond in Akiota, Hiroshima Prefecture, 
western Honshu, Japan. The male collected is briefly 
described. This is the second specimen-based record of 
A. japonicus from Hiroshima Prefecture, where the 
species was previously found from silver crucian carp 
Carassius sp. in the Kurose River. Based on the 
literature published between 1900 and 2023, this paper 
also reviews the biology of A. japonicus infecting 
common carp and koi carp in Japan. This parasite has 
been recorded from common carp and koi carp reared 
in 12 prefectures (Hokkaido, Ibaraki, Tokyo, Kanagawa, 
Ishikawa, Shiga, Mie, Osaka, Hyogo, Hiroshima, 
Yamaguchi, and Kagoshima) and from wild common 
carp in two prefectures (Miyagi and Shimane). This 
indicates that A. japonicus often utilizes captive 
common carp and koi carp as its hosts and is one of 
the important parasites of these fishes in Japan. In 
ponds rearing common carp in central Japan, free-
swimming individuals of A. japonicus are highly 
abundant in warm water months but decrease in early 
winter. This species usually overwinters as eggs, but a 
few adults may survive in winter months. A secondary 
bacterial infection has been suggested to result from A. 
japonicus infection.

はじめに
筆者のひとり，長澤はかつて広島大学に勤務

した際，広島県に生息する淡水魚の寄生虫研究を

行い，エラオ類に関しては，チョウモドキ

Argulus coregoni Thorell, 1864 と チ ョ ウ Argulus 

japonicus Thiele, 1900が，それぞれ太田川水系中

津谷川産アマゴ Oncorhynchus masou ishikawae 

Jordan and McGregor, 1925と黒瀬川産ギンブナ

Carassius sp.に寄生していたことを報告した（長

澤ほか，2009；長澤，2023a）．今回報告するチョ

ウは第二筆者の永井が採集したもので，広島県内

で飼育されていたコイ（ニシキゴイ）Cyprinus 

carpio Linnaeus, 1758に寄生していた．

広島県では，村上（1972）が小論『広島県下

に発生した鯉病について』のなかで，コイに見ら

れる寄生虫としてチョウ（学名の種小名を

japonicaと誤記）を挙げたが，同定の根拠となる

形態学的特徴などは示されなかった．本論文では，

コイから新たに得られた標本の形態を簡単に記載

し，広島県内の飼育コイにおけるチョウの確実な

寄生例として報告する．

チョウは，日本で採集された標本に基づき

1900年に新種記載された（Thiele, 1900）．それ以

来，わが国ではコイにおけるチョウの寄生例が比

較的多く報じられている．これは，コイが水産業

で重要な魚種であるためである．本論文では，過

広島県内の飼育ニシキゴイから得たチョウと
わが国のコイに寄生するチョウに関する知見の総括
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去の記録を集約して，日本産コイに寄生するチョ

ウに関する知見を整理するとともに，今後の研究

で留意すべき点などを記述する．

材料と方法
2010 年 8 月 5 日，第二筆者（永井）が勤務す

る広島県立総合技術研究所水産海洋技術センター
に，安芸太田町在住の方から自宅で飼育するコイ

（ニシキゴイ）に異常があるとの連絡があり，翌
日 8 月 6 日に魚体を検査した際，チョウの寄生を
認めた．このチョウを標本として採取し，70%

エタノール液で固定・保存した．飼育コイの由来
や飼育履歴等は不明である．なお，コイの異常は
飼育水の水質悪化が主な原因で，チョウの寄生と
は関係ないと判断した．2023 年 8 月，チョウ標
本を静岡市にある水族寄生虫研究室において，実
体顕微鏡（Olympus SZX10）と生物顕微鏡（Olympus 

BX51）を用いて観察した．その際，標本をラク
トフェノール液で透徹し，第 1 胸肢底節後縁の羽
状剛毛数を木製スライド法（Humes and Gooding, 

1964; Benz and Otting, 1996）を用いて数えるとと
もに，生物顕微鏡に取りつけた描画装置を用いて
第 1 胸肢底節と基節を線画した．標本は現在，茨
城県つくば市にある国立科学博物館筑波研究施設
の甲殻類コレクションに収蔵されている（NSMT-

Cr 31551）．本論文で述べるチョウの形態用語は
長澤・谷口（2021），魚類の和名と学名は細谷（2015）
に従う．ただし，オオクチバスの学名は Kim et 

al. (2022) に従う．

結果と考察
寄生状況　コイ（ニシキゴイ，全長約 60 cm）

の胸鰭に近い体表にチョウの成体雄 1 個体が寄生
していた．
雄の形態（Fig. 1）　全長（背甲前端から腹部後

端までの長さ）は 5.4 mm，背甲長（背甲前端か
ら 側 葉 後 端 ま で の 長 さ ） は 4.0 mm（ 全 長 の
74.1%），体幅（背甲最大幅）は 3.4 mm（全長の
63.0%）．体は扁平で，背甲はほぼ円形だが，前
後にやや長い，前側縁の湾入は浅い．背甲は後部
から深く湾入して，中央部から 1 対の側葉となり，
その後端は円い．背甲前方に 1 対の複眼，その後
方に 1 個のノープリウス眼がある．背甲側葉は第
1 胸肢ほぼ覆い，第 2–3 胸肢底節・基節をほぼ覆
うが，第 4 胸肢を覆わない．第 1 胸肢底節後縁の
羽状剛毛数は左右ともに各 1 本．第 3 胸肢底節・
基節後縁に膨隆部，第 4 胸肢基節前縁に杭状突起
を有する．背甲前部腹面に各 1 対の第 1 触角と第
2 触角，その後方に吸盤状の 1 対の第 1 小顎があ
り，強固な 1 対の第 2 小顎に続く．左右の第 1 小

Fig. 1. Argulus japonicus, adult male (5.4 mm total length), NSMT-Cr 31551, collected from the body surface near the pectoral fin of a koi 
carp Cyprinus carpio (ca. 60 cm total length) reared by a carp hobbyist in a garden pond in Akiota, Hiroshima Prefecture, Japan, on 6 
August 2010. The ethanol-preserved specimen of A. japonicus was photographed on 10 August 2023. A, habitus, dorsal view; B, habitus, 
ventral view; C, part of coxa (with a single plumose seta) and part of basis of first leg, ventral view. Abbreviations: b, basis; c, coxa; pc, 
plumose seta. Scale bars: A and B, 1 mm; C, 0.1 mm.
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顎のほぼ中間に円筒形の口管がある．背甲各側葉
にある前後 1 対の呼吸区域の輪郭は不明瞭．胸部
は 4 節で，各節に 1 対の胸肢を左右に有する．腹
部は左右の腹葉に分かれ，各腹葉は長卵形で後端
は円い．
体色　70% エタノール液中の体色はほぼ白色．

複眼は薄茶色，ノープリウス眼の色は消失（2010

年 8 月 6 日に標本をエタノール液で固定し，2023

年 8 月 10 日に観察と写真撮影を行った）．
備考　今回観察したチョウ標本は，わが国で

報 告 さ れ た チ ョ ウ の 成 体 雄 の 形 態 学 的 特 徴

（Tokioka, 1936; Yamaguti, 1937）にほぼ一致した
ため，この種に同定した．また，広島県では黒瀬
川産ギンブナからチョウの雌雄成体が採集されて
おり（長澤，2023a），その成体雄は今回採集され
た成体雄とほぼ同じ形態であった．

広島県からはチョウに加えて，チョウモドキ
も報告されている（長澤ほか，2009）．両種の形
態はよく似るが（時岡，1965），第 1 胸肢底節後
縁 の 羽 状 剛 毛 数 で 識 別 で き る（ 長 澤・ 谷 口，
2021; Nagasawa et al., 2022；Nagasawa, 2023）． 採
集標本の羽状剛毛数は 1 本（Fig. 1C）で，過去に

Fig. 2. Map of the Japanese Archipelago, showing the prefectures where Argulus japonicus has been recorded from captive common carp and 
koi carp (closed circles) and wild common carp (open circles). Dashed lines indicate prefectural boundaries. 1, Hokkaido (Nagasawa et al., 
1989; Nagasawa, 1990, 1994, 2018); 2, Ibaraki (Ikuta and Makioka, 1993, 1994, 1997; Ikuta et al., 1997); 3, Tokyo (Kimura, 1960, 1970a); 
4, Kanagawa (Kataoka, 1955; Yoshizawa and Nogami, 2008); 5, Ishikawa (Nagasawa and Ishiyama, 2019); 6, Shiga (Nagasawa, 2009, 
2023b); 7, Mie (Miyazaki et al., 1976); 8, Osaka (Nagasawa et al., 2013); 9, Hyogo (Nagasawa et al., 2009); 10, Hiroshima (this paper); 11, 
Yamaguchi (Kondo et al., 2003; Nagasawa et al., 2009); 12, Kagoshima (Nagasawa et al., 2012); 13, Miyagi (Nagasawa et al., 2023); 14, 
Shimane (Nagasawa et al., 2009).
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チ ョ ウ で 報 告 さ れ た 本 数 と 同 じ で あ っ た
（Yamaguti, 1937; Nagasawa, 2021; Nagasawa et al., 

2023；長澤，2023a；長澤ほか，2023）．これに対
して，チョウモドキにおける羽状剛毛数は 4 本以
上（4–7 本，Yamaguti, 1937； 雌 で 5–9 本， 雄 で
4–8 本，Hoshina, 1950；雌で 6 本，長澤・谷口，
2021）である．なお，両種は第 1 小顎吸盤縁部の
支条数でも識別できるが（長澤・谷口，2021），
採集標本の状態が悪くて支条数を数えることがで
きなかった．

日本産コイに寄生するチョウに関する知見
わが国で飼育されているコイにチョウが寄生

することは，魚病関係の書籍や図鑑等で紹介され
ているほか（例えば，富永，1974；江草，1978；
小川，1983；畑井，2007；長澤，2022），多くの
地方自治体の事業報告書等で「ウオジラミ」の名
前で記録されてきた．しかし，後者に関しては，
筆者らが別の報文で指摘したように（Nagasawa 

et al., 2023；長澤ほか，2023），同定の根拠が示さ
れていないため，報告された寄生虫が本当にチョ
ウであったかを判断することは難しい．特に，形
態が酷似するチョウモドキがコイ科魚類にも寄生
す る た め（Tokioka, 1936； 長 澤・ 谷 口，2021），
コイに寄生するエラオ類を安易にチョウとみなす
ことは適切ではない．また，わが国では，チョウ
が 米 国 起 源 の 外 来 魚 で あ る オ オ ク チ バ ス
Micropterus nigricans Cuvier, 1828 [= M. salmoides 

Lacepède, 1802] にも寄生することが知られている
（Nagasawa, 2021）．ブラックバスはスズキ目サン
フィッシュ科に属し，コイ目コイ科に位置するコ
イとは分類学的に大きく離れた魚種であるため，
この寄生例はチョウが魚類に対して宿主特異性を
示さないことを明確に示している（Nagasawa, 

2021）．さらに最近，チョウやチョウモドキとも
違う，モウコチョウ Argulus mongolianus Tokioka, 

1939 がオオクチバスに加えてコイ科魚類 3 種（コ
イ，ギンブナ，ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri 

Temminck and Schlegel, 1846）にも寄生すること
が報告されたので（Nagasawa et al., 2022），コイ
を含むコイ科魚類に寄生するエラオ類の同定は慎

重に行わなければならない．
わが国で飼育されているコイにチョウが寄生

した例は，各自治体の事業報告書および類似出版
物を除いた学術雑誌に掲載された報文に基づく
と，以下の 12 都道府県で確認されている（Fig. 2）：
北海道（Nagasawa et al., 1989；長澤，1990, 2018; 

Nagasawa, 1994）， 茨 城 県（Ikuta and Makioka, 

1993, 1994, 1997; Ikuta et al., 1997），東京都（木村，
1960, 1970a），神奈川県（片岡，1955; Yoshizawa 

and Nogami, 2008），石川県（長澤・石山，2019），
滋賀県（長澤，2009, 2023b），三重県（宮崎ほか，
1976），大阪府（長澤ほか，2013），兵庫県（長澤
ほか，2009），広島県（本論文），山口県（近藤ほ
か，2003；長澤ほか，2009），鹿児島県（長澤ほか，
2012）．これは，チョウが国内で広く飼育されて
いるコイによく寄生し，飼育コイの重要な寄生虫
であることを示している．今後，飼育コイにチョ
ウの寄生を認めた際には，チョウモドキやモウコ
チョウとの識別を明確に行ったうえで，寄生状況
等を報告することが望まれる．

飼育コイにおける寄生例に加えて，チョウが
野生のコイに寄生した例が宮城県（長澤ほか，
2023）と島根県（長澤ほか，2009），飼育魚か野
生魚であるかが不明なコイに寄生した例が滋賀県

（Nagasawa, 2011, コ イ の 学 名 を Cyprinus carpio 

haematopterus と 記 述 ） か ら 報 告 さ れ て い る．
Tokioka (1936) もチョウがコイに寄生すると述べ
たが，コイの産地に関する情報を示さなかった．

コイに対するチョウの病害性に関して，宮崎
ほか（1976）はコイ（ニシキゴイ）の滑走細菌性
穴あき病を調べた際に，病魚のなかにチョウ（「ウ
オジラミ」と記し種小名を juponicus と誤記）の
寄生を受けた個体を見つけ，刺針（「口針」と記述）
挿入部位の病理組織学的観察を行った．それによ
ると，挿入部位の表皮は隆起し，真皮の疎結合織
の血管は顕著に拡大し，真皮の密結合織の表層に
は軽度の出血が見られたという．そして，チョウ
がコイの表皮につけた傷口を感染門戸として，滑
走細菌がコイの真皮に侵入すると推測した．

コイを含むコイ科魚類に寄生するチョウの薬
剤による駆除の研究が亀岡（1955）や木村（1960, 
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1966, 1970b）によって行われた．現在は，コイと
フナの「魚じらみ症」に対して，トリクロルホン

（メトリホナート）を有効成分とする駆虫剤によ
る薬浴が認められている（農林水産省消費・安全
局畜水産安全管理課，2023）．

コイ養魚池におけるチョウの出現状況の季節
変化が木村（1970a）によって報告されている．
この著者は，1967 年 1 月から 1968 年 3 月まで毎
月 1 回，複数のコイ養魚池（面積は約 73–100 

m2，水深は 90–95 cm）でプランクトンネットを
曳いて魚体から離脱・遊泳中の個体を採集した．
途中，5 月末に養魚池を排水するとともにコイを
取り上げた後，薬品処理した水を注ぎ，駆虫した
コイを 6 月上旬に放流した．このため，その期間
の採集データを欠いていて，チョウ個体数の季節
変化を正確に反映しているとは言い難いが，以下
のことが明らかになった．それは，チョウの遊泳
個体が養魚池中に 3 月末頃から見られ，5 月末に
急激に増加した．その後，夏季のデータを欠くも
のの，個体数は 10 月に増え，11–12 月に急激に
減少した．この結果に基づき，木村（1970a）は，
11–12 月にほとんど全てのチョウ成体が斃死した
後，卵で越冬するか，ごく少数の成体が生き残り，
3–4 月に越冬卵がふ化し，また越冬個体が産卵す
るという生活環を示唆した．これはチョウの生態
を理解する上で極めて重要な知見であるが，木村

（1970a）は採集したチョウの体長組成や成熟度組
成，性比などを示さなかった．チョウの寄生動態
を明らかにするため，それらの生物学的情報の収
集と解析が不可欠である．今後，野外でチョウの
生態研究を行う際の大きな研究課題のひとつであ
る．

上記のコイ養魚池で，チョウはコンクリート
側壁に卵を塊として産み付けた（木村，1970a）．
卵塊は水面近くで見られなかったが，水深が増す
とともに多くなり，水深 60–80 cm で最も多かっ
た．しかし，養魚池の底上 5–10 cm の側壁に卵塊
は見られなかった．養魚池の透明度は 27 cm で，
チョウは光の余り当たらない深部に卵を産むと考
えられている（木村，1970a）．
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